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1.研究目的 
St.1 水循環の多くは、山地に降った雨が河川に流下し、沿岸域に流出する。自然環

境をはぐくんだできた養分も山、川、海といったフローになっている。 St.2

現在では、河川水の水質は BOD 値に基づいて判断されている。しかし、河川環

境を重要視して考えるならば、山、川、沿岸域の水質成分をより詳細に把握し、

河川の状態を判断しなくてはならない。本研究は、安倍川を対象に上流から下流

までの７地点の河川水と土壌水の水質分析結果を基に、流域内の水質特性につい

て検討したものである。 

St.3 

5

2.研究方法 
7

 水域のミネラルや栄養塩が土壌からの溶出によって、河川水への溶存量に与え

る影響を調査するにあたり、過去のデータや水質基準から今年の調査に必要な項

目を検討し、図 1 に示す安倍川流域 7 地点において、土壌、河川水を採取し水質

分析を行った。
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図 1 安倍川流域図

3.分析結果 
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図 2～5 は土壌水と河川水の分析結果である。図 2、3

から Fe は、河川水では微量の変化なのに対し、土壌水

は変化量の増減が多い。河川水の Fe より土壌水の Fe

の方が常に高い数値を示しているのは安倍川流域が砂

岩である事、人為的要因が土壌に影響を与えた事が考

えられる。 

  K は河川水、土壌水の数値を比較すると、河川水は

土壌水の数値の変化に伴って増加している。これは、

下流地域に水田や果樹園が多く、さらには K が溶出し

易い為である。上流で河川水の K が減少した理由は広

葉樹の減少が考えられる。 
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 Ca は淡水では通常 5～20mg/l 程度である。しかし、

今回の採水した河川水からは 16～45mg/l と高い値を分

析から得られた。河川水共に流下に伴って数値が下降

している。Ca は K と同じく土壌から溶出し易い成分で

あるが、火成岩地域の地質であるため Ca が少なく、流 

下と共に溶存濃度が薄まっている。また、安倍川流域

の植生は Ca に影響を与えにくい植物が多い。   
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図 2 河川水の分析結果 
(Fe・K・TOC・Ca・Mg) 
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図 3 土壌水の分析結果 
(Fe・K・TOC・Ca・Mg) 
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図 2 の河川水から、Mg は平均な値を示しており、淡水での通常の値である 1～5mg/l の範囲に納まっている。土

壌水においても、若干の変動は見られるが、1～5mg/l の範囲に納まっている。Mg は主に地質に由来する。また、

溶出しやすい岩石は緑色片岩などがあるので検討する必要がある。また、鉱山排水、工場排水、海水及び温泉など

の混入も要因として挙げられる。

図 2、3 より TOC は河川水で一定に変化しているが、土壌

は河口に近づくにつれ数値は上昇している。これは、土壌は

下流に行くにつれて、特に St.4 以降では人為的要因が強く影

響した為だと考えられる。河川水と土壌水では土壌が高い数

値を示している。これは当然ながら、土壌の方が有機物を多

く含んでいるためだといえる。 
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TN は図 4、5 より河川水、土壌水共に河口に近づくにつれ

数値は上昇する傾向にある。これは上流域のほうが下流域に

比べ、樹木が多いため、TN が吸収されやすい環境が整ってい

るためだと考えられる。河川中の N は土壌中の N の増減で変

化するためこの様にいえる。 

図 4 河川水の分析結果 

（TN・TP・クロロフィル a） 
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  TP は図 5 から TN と変化が近似している。これは TN と同

様な理由が考えられる。リンは流出しやすいことも理由として

挙げられる。土壌水の St.6 で TP、TN が最高数値であるのは植

生が水田雑草郡落、常緑果樹園で肥料の影響を受けているもの

と考えられる。 

 クロロフィル a は図 4、5 より河川水に比べると土壌水で増

加傾向が見られ、St.4 で最高値となる。これは植生が緑色植物

の竹林であるためであるといえる。 図 5 土壌水の分析結果 

（TN・TP・クロロフィル a）  

 

4.結論 

 河川水、土壌水の各分析値は植生や地質、さらには人為的要因の影響により変化すると考えられる。一部の分析

項目間では相互関係がある事が言え、河川と土壌もまた相互関係があると考えられるが、引き続き、連続的な現地

調査が必要である。 

 

5.今後の課題 

 今回は 2006 年 12 月のみ行った現地調査から得られた河川水、土壌水の分析結果を考察したものである。今後は

季節毎の変化を調査するために連続的な調査、安倍川流域における雨量や流量を調べ、土壌から河川への溶出特性

や St.毎の変化の調査、各 St.毎の地質や植生の特性を詳しく考慮しなくてはならない。そして、それらの全てのフ

ァクターを考慮した、土壌から河川という相互関係を引き続き調査をしなくてはならない。 
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